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皆
様
ご
承
知
の
通
り
、
令
和
六
年
度
全
日
本
漢
詩

大
会
神
奈
川
大
会
が
本
年
十
月
二
十
六
日（
土
）に

Ｊ
Ｒ
桜
木
町
駅
近
く
の「
は
ま
ぎ
ん
ホ
ー
ル　

ヴ
ィ

ア
マ
ー
レ
」で
開
催
さ
れ
ま
す
。
大
会
の
内
容
は
、

本
会
報
の
二
・
三
頁
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
文

部
科
学
大
臣
賞
を
始
め
と
す
る
特
別
賞
の
表
彰
式
、

受
賞
詩
の
吟
詠
、
全
日
本
漢
詩
連
盟
会
長
鷲
野
正
明

先
生
に
よ
る
漢
詩
講
演「
蘇
州
の
歴
史
と
漢
詩
」、
構

成
吟「
神
奈
川
を
詠
う
」な
ど
盛
り
沢
山
で
す
。身
近

な
所
で
全
日
本
漢
詩
大
会
が
開
か
れ
る
の
は
稀
で

あ
り
、
是
非
出
席
下
さ
い
。
ま
た
同
夜
は
中
華
街
で

の
懇
親
交
流
会
、
翌

二
十
七
日
に
は
三

溪
園
散
策
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ

い
て
も
積
極
的
に

参
加
し
て
、
楽
し
ん

で
頂
く
よ
う
希
望

し
ま
す
。

　

本
年
の
前
半
の
大
き
な
行
事
と
い
え
ば
、
四
・
五

月
の
漢
詩
入
門
講
座
と
五
月
三
十
日
の
総
会
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
漢
詩
入
門
講
座
は
二
〇
〇
六
年
の
神
漢

連
創
立
以
来
毎
年
開
催
し
て
お
り
今
年
は
十
八
期
で

す
。
受
講
生
は
四
十
名
で
ス
タ
ー
ト
し
、
二
十
八
名

の
方
々
が
五
回
の
講
習
を
受
け
て
七
言
絶
句
一
首

を
作
り
提
出
し
て
卒
業
し
ま
し
た
。
十
八
期
有
志
で

漢
詩
サ
ー
ク
ル
を
作
り
、
漢
詩
の
研
鑚
に
励
み
ま
す

の
で
、
漢
詩
の
仲
間
と
し
て
温
か
く
見
守
り
願
い
ま

す
。
総
会
で
の
漢
詩
講
演
会
は
、
鷲
野
正
明
先
生
の

興
味
深
い
テ
ー
マ「
花
は
い
つ
開
く
―
漢
詩
と
暦
―
」

で
あ
り
、
会
員
以
外
の
一
般
の
方
々
も
含
め
多
く
の

漢
詩
愛
好
家
が
熱
心
に
聴
講
し
ま
し
た
。本
会
報
六
・

七
頁
に
講
演
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
聴

講
さ
れ
な
か
っ
た
方
は
一
読
下
さ
い
。

　

漢
詩
鑑
賞
会
Ａ
で
は
、
ご
高
齢
の
玉
井
先
生
が
長

年
の
神
漢
連
Ｈ
Ｐ
冒
頭
の
漢
詩
解
説
を
春
夏
秋
冬
に

ま
と
め
ら
れ
て
、
四
月
か
ら
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
講
義
を
始

め
ら
れ
て
い
ま
す
。先
生
の「
解
説
」が
素
晴
ら
し
く
、

詩
の
核
心
を
突
く
指
摘
や
隠
さ
れ
た
詩
の
本
意
な

ど
、市
販
の
詩
集
で
は
味
わ
え
な
い
内
容
で
す
。尚
、

本
会
報
十
頁
に
は
鑑
賞
会
Ａ
の
連
絡
先
が
記
載
さ
れ

て
お
り
、今
か
ら
で
も
申
し
込
み
可
能
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
今
年
の
大
河
ド
ラ
マ「
光
る
君
へ
」を

ご
覧
に
な
っ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
Ｔ

Ⅴ
ド
ラ
マ
で
こ
れ
だ
け
漢
詩
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
の

は
初
め
て
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
第
十
回
で
は
、
道

長
が
ま
ひ
ろ（
紫
式
部
）へ
の
恋
心
を
古
今
和
歌
集

の
歌
に
託
し
て
送
る
と
、
ま
ひ
ろ
は
陶
淵
明
の「
歸

去
來
辭
」の
冒
頭
の
一
節
を
用
い
て
道
長
の「
志
」の

在
り
方
を
説
い
て
い
ま
す
。

　

歸
去
來
兮
、田
園
將
蕪
胡
不
歸
。

　

既
自
以
心
爲
形
役
、奚
惆
悵
而
獨
悲
。

　

悟
已
往
之
不
諌
、知
來
者
之
可
追
。

　

實
迷
途
其
未
遠
、覺
今
是
而
昨
非
。

　

今
後
も
ド
ラ
マ
の
要
所
要
所
で
漢
詩
が
用
い
ら
れ

る
と
思
わ
れ
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
記
す
と
、
漢
詩
学
習
は
順
調

に
進
め
ら
れ
る
と
錯
覚
を
起
こ
し
か
ね
ま
せ
ん
が
、

我
々
は
奥
深
い
漢
詩
の
ほ
ん
の
入
り
口
に
立
っ
て
い

る
だ
け
で
あ
り
、
お
互
い
高
み
を
目
指
し
て
自
分
な

り
の
工
夫
を
し
て
研
鑽
を
積
み
た
い
も
の
で
す
。

　

そ
の
為
に
は
正
し
い
学
習
方
法
が
必
須
で
あ
り
、

窪
寺
啓
先
生
の
作
詩
に
関
す
る
ご
講
話
を
纏
め
た

「
都
漢
詩
連
盟
会
報
五
十
一
号
別
冊
」を
、
本
会
報
に

同
封
し
て
皆
様
に
お
届
け
し
ま
す
。
熟
読
玩
味
願
い

ま
す
。
尚
本
件
は
、
東
京
都
漢
詩
連
盟
池
上
一
利
会

長
の
ご
厚
意
に
よ
る
も
の
で
す
。
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事
務
局
長　

久
川
憲
四
郎

　

全
日
本
漢
詩
大
会
神
奈
川
大
会
は
、
十
月
二
十
六

日
開
催
に
向
け
て
、
順
調
に
諸
準
備
を
取
り
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

大
会
の
概
要
と
準
備
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
以

下
記
載
い
た
し
ま
す
。

大
会
の
概
要

漢
詩
大
会
の
開
催
日
時
と
場
所

令
和
六
年
十
月
二
十
六
日（
土
）

午
後
一
時
三
十
分
〜
四
時
三
十
分

は
ま
ぎ
ん
ホ
ー
ル　

ヴ
ィ
ア
マ
ー
レ

（
Ｊ
Ｒ
桜
木
町
駅
前
）

応
募
作
品
審
査
の
結
果　

入
賞
・
入
選
者
に

は
八
月
初
を
目
途
に
連
絡
す
る
。

表
彰
・
賞

（
特
別
賞
）文
部
科
学
大
臣
賞
、
神
奈
川
県
知
事

賞
、横
浜
市
長
賞
ほ
か
計
十
三
賞

（
秀
作
）（
入
選
）（
Ｕ
23
奨
励
賞
）（
Ｕ
18
奨
励
賞
）

発
表
と
漢
詩
大
会

表
彰
式
：
特
別
賞
・
入
賞
・
入
選
作
発
表
、
表

彰
、選
評
等

記
念
講
演
：
全
日
本
漢
詩
連
盟
鷲
野
正
明
会
長
の

講
演「
蘇
州
の
歴
史
と
漢
詩
」

特
別
賞
受
賞
作
品
の
吟
詠

構
成
吟
：「
神
奈
川
を
詠
う
」

交
流
懇
親
会

同
日
午
後
五
時
三
十
分
〜
七
時
三
十
分

横
浜
中
華
街

吟
行
会

翌
二
十
七
日（
日
）午
前
十
時
三
十
分
〜
午
後
二

時
三
十
分　
「
三
溪
園
」（
国
指
定
名
勝
）

準
備
状
況

応
募
作
品
は
五
月
末
締
切
り
済
、
現
在
選
者
に
よ

り
審
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

受
賞
作
の
吟
詠
に
つ
い
て
は
、
神
漢
連
の
詩
吟
愛

好
者
に
よ
っ
て
吟
詠
す
る
予
定
。

構
成
吟
に
つ
い
て
は
、
神
奈
川
県
を
詠
っ
た
詩
と

し
て
、
絶
句
七
首
と
律
詩
一
首
を
選
定
し
て
、
岳

精
流
日
本
吟
院
の
皆
さ
ん
が
吟
詠
す
る
予
定（
詳

細
は
、三
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

昨
年
の
大
会
参
加
者
の
感
想

　

昨
年
、
全
国
漢
詩
の
祭
典
に
参
加
し
た
三
浦
哲
郎

氏
よ
り
、
参
加
の
感
想
を
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ん
、当
日
は
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

い
し
か
わ
百
万
石
文
化
祭「
全
国
漢
詩
の
祭
典
」に

出
席
し
て 

三
浦
哲
郎

　

昨
年
十
月
、
石
川
県
小
松
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国

漢
詩
の
祭
典
に
出
席
し
た
。
全
国
大
会
で
初
め
て
入

選
し
た
の
で
、
嬉
し
く
て
朝
東
京
駅
か
ら
北
陸
新
幹

線
で
金
沢
乗
り
換
え
、
正
午
に
会
場
の
小
松
市
団
十

郎
劇
場
に
着
い
た
。
小
松
市
は
江
戸
時
代
に
加
賀
の

支
藩
で
、漢
詩
、歌
舞
伎
、俳
句
が
盛
ん
な
街
で
、現

在
で
も
そ
の
伝
統
は
続
い
て
い
る
。
産
業
で
は
九
谷

焼
工
房
や
建
機
メ
ー
カ
ー
小
松
製
作
所
の
本
社
工
場

が
あ
る
。

　

当
日
は
、
来
賓
挨
拶
後
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
神
漢

連
か
ら
は
三
村
前
会
長
、
高
橋
純
子
氏
を
始
め
九
名

が
表
彰
さ
れ
た
。
又
、
香
取
会
長
が
次
開
催
地
神
奈

川
を
代
表
し
て
歓
迎
の
辞
を
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
記
念
講
演（
金
沢
学
院
大
学
柳
澤
名
誉

教
授「
明
治
期
の
知
識
人（
西
田
幾
多
郎
・
高
峰
譲

吉
）に
見
る
漢
詩
文
教
育
の
重
要
性
」）、
石
川
県
詩

吟
連
盟
に
よ
る
特
別
賞
作
品
の
吟
詠
と
構
成
吟（
加

賀
藩
の
木
下
順
庵
、
大
窪
詩
佛
等
の
漢
詩
を
題
材
に

し
た
舞
と
吟
の
合
作
）が
披
露
さ
れ
満
場
の
喝
采
を

浴
び
た
。

　

閉
会
後
は
懇
親
会
に
移
動
、
加
賀
・
能
登
の
銘
酒

や
名
菜
を
堪
能
し
て
懇
親
を
深
め
た
。

　

翌
日
は
貸
し
切
り
バ
ス
に
四
十
名
で
金
沢
市
内
へ

吟
行
会
を
行
い
、
県
立
美
術
館
、
成
巽
閣
、
兼
六
園

を
見
学
、
昼
食
後
、
明
治
期
の
金
沢
の
漢
詩
人
北
方

心
泉
の
常
福
寺
を
見
学
、
全
員
で
記
念
撮
影
を
し
て

十
四
時
に
金
沢
駅
前
で
解
散
し
た
。

　

初
め
て
の
大
会
参
加
だ
っ
た
が
、
石
川
漢
詩
連
盟

の
皆
様
の
厚
い
お
も
て
な
し
と
久
し
ぶ
り
の
兼
六
園

の
楽
し
い
旅
だ
っ
た
。
特
に
小
松
市
で
は
、
大
会
当

日
の
夜
の
宿
泊
所
を
予
約
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
金

沢
マ
ラ
ソ
ン
の
た
め
ホ
テ
ル
は
満
室
で
、
や
っ
と
幹

事
の
ご
尽
力
で
民
宿
ホ
テ
ル
が
取
れ
、
四
人
部
屋
二

段
ベ
ッ
ド
で
、
パ
リ
か
ら
来
た
フ
ラ
ン
ス
人
の
若
い

カ
ッ
プ
ル
と
相
部
屋
と
な
っ
た
の
も
良
い
思
い
出
と

な
っ
た
。

全
日
本
漢
詩
大
会
神
奈
川
大
会
の
概
要
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神
奈
川
大
会

漢
詩
講
演・構
成
吟・吟
行
会
の
案
内

漢
詩
講
演
会

　

漢
詩
講
演
は
、
全
日
本
漢
詩
連
盟
会
長
の
鷲
野
正

明
先
生
に
よ
る「
蘇
州
の
歴
史
と
漢
詩
」が
行
わ
れ

ま
す
。
蘇
州
は
、
古
く
は
春
秋
時
代
の
呉
の
都
で
し

た
。
鷲
野
先
生
が
蘇
州
と
漢
詩
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
お
話
を
さ
れ
る
か
、
皆
さ
ん
、
お
楽
し
み
に
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

構
成
吟「
神
奈
川
を
詠
う
」

　

神
奈
川
県
を
詠
っ
た
詩
と
し
て
、
絶
句
七
首
と
律

詩
一
首
の
計
八
首
を
選
出
し
た
。

箱
根
：　

函
山
雑
詠 

夏
目
漱
石

湘
南
の
風
物
：
箱
根
駅
伝
、、酒
匂
川
、江
の
島

　
　

湘
南
海
岸
見
箱
根
駅
伝
与
滑
瀾

　
　
　
　
　
　

岡
崎
満
義（
神
漢
連
会
員
、元
会
長
）

　
　

酒
匂
川
畔
村
酒　

城
田
六
郎（
元
神
漢
連
会
員
）

　
　

江
の
島
：
絵
島　
　

菅
茶
山

鎌
倉

　
　

頼
朝
故
宮　
　

太
宰
春
台

　
　

鶴
陵
廟
偶
成　

秋
吉
邦
雄（
元
神
漢
連
会
員
）

葉
山
：　

葉
山
海
岸
望
岳　
　

鈴
木

軒

横
浜
：　

横
浜　
　

嵩
古
香

　

函
山
雑
詠　

八
首
其
二 

夏
目
漱
石

函
嶺
勢
崢
嶸　
　
函
嶺
勢
い
き
お
い

崢そ
う

嶸こ
う
た
り

登
来
廿
里
程　
　
登
り
来
た
る
廿
里
の
程

雲
従
鞋
底
湧　
　
雲
は
鞋あ
い
底て
い
よ
り
湧
き

路
自
帽
頭
生　
　
路
は
帽ぼ
う
頭と
う
よ
り
生
ず

孤
駅
空
辺
起　
　
孤
駅 

空
辺
に
起
こ
り

廃
関
天
際
横　
　
廃
関 

天
際
に
横
た
は
る

停
筇
時
一
顧　
　
筇つ
え
を
停
め
て　

時
に
一
顧
す
れ
ば

蒼
靄
隔
田
城　
　
蒼そ
う
靄あ
い 

田
城
を
隔
つ

　

湘
南
海
岸
見
箱
根
駅
伝
与
滑サ
ー

瀾フ
ィ
ン 

岡
崎
満
義

雪
峰
映
海
此
迎
新　
雪
峰
海
に
映
じ
此
に
新
を
迎
え
る

走
路
人
兼
滑
瀾
人　
路
を
走
る
人
と
瀾な
み
を
滑
る
人
と

世
上
躁
狂
都
似
夢　
世
上
の
躁
狂
都す
べ
て
夢
の
似ご
と
し

乗
風
奔
放
楽
青
春　
風
に
乗
り
奔
放
青
春
を
楽
し
ま
ん

　

酒
匂
川
畔
村
酒 

城
田
六
郎

嶽
麓
發
源
淸
冽
川　
岳が
く
麓ろ
く
に
源
み
な
も
とを
発
す
清
冽
の
川 

麴
塵
粳
稻
僻
村
傳　
麹き
く

塵じ
ん

粳こ
う

稲と
う
僻
村
に
伝
う

綠

初
熟
醍
醐
味　
緑
り
ょ
く
ば
い
初
め
て
熟
し
醍だ
い
醐ご

の
味

一
斗
十
千
何
惜
錢　
一
斗
十
千
何
ぞ
銭
を
惜
し
ま
ん
や

　

絵
島 

菅　

茶
山

山
陽
諸
島
列
成
隣　
山
陽
の
諸
島 

列
し
て
隣と
な
りを
成
す

佳
境
各
堪
誇
北
人　
佳
境
各お
の
お
の 

北
人
に
誇
る
に
堪た

え
た
り

一
事
唯
難
及
斯
地　
一
事
唯た

だ 
斯こ

の
地
に
及
び
難が
た
し

芙
蓉
隔
海
露
全
身　
芙ふ

蓉よ
う 

海
を
隔
て
て
全
身
を
露あ
ら
わ
す

　

頼
朝
故
宮 
太
宰
春
台

独
騎
鷹
揚
定
大
東　
独
騎 

鷹よ
う
揚よ
う
と
し
て
大
東
を
定
む

千
秋
覇
業
壮
関
中　
千
秋
の
覇
業
関
中
に
壮
た
り

繁
華
銷
尽
青
山
下　
繁
華 

銷き

え
尽
す
青
山
の
下

禾
黍
離
離
戦
晩
風　
禾か

黍し
ょ
離
々
と
し
て
晩
風
に
戦そ
よ
ぐ

　

鶴
陵
廟
偶
成 

秋
吉
邦
雄

亭
亭
朱
廟
屹
靑
天　
亭
々
た
る
朱
廟　

青
天
に
屹そ
ば
だち

鬱
鬱
綠
雲
纍
紫
烟　
鬱
々
た
る
緑
雲　

紫
烟
を
纍ま
と
う

磴
上
偏
憐
小
靈
樹　
磴
上
偏ひ
と
え
に
憐あ
わ
れ
む
小
霊
樹

蘖
栽
期
得
又
千
年　
蘖げ
っ
栽さ
い
期
し
得
た
り　

又
た
千
年

　

葉
山
海
岸
望
岳 

鈴
木

軒

雪
岳
半
肩
蒼
靄
間　
雪
岳
半
肩 

蒼そ
う
靄あ
い
の
間

海
天
如
拭
碧
波
閒　
海
天
拭ぬ
ぐ
ふ
が
如
く
碧
波
閒か
ん
な
り

秀
容
千
古
終
無
改　
秀
容
千
古
終つ
い
に
改あ
ら
たま
る
無
し

真
是
乾
坤
第
一
山　
真
に
是
れ 

乾け
ん
坤こ
ん
第
一
の
山

　

横
浜 

　

嵩か
さ
み　

古こ

香こ
う

隔
海
孤
洲
別
作
郷　
海
を
隔へ
だ
つ
る
孤
洲
別
に
郷き
ょ
うと
作な

る

満
街
奇
貨
各
豪
商　
街ま
ち
に
満
つ
る
奇
貨
各お
の
お
の
豪
商

誰
知
繍
戸
瓊
楼
地　
誰
か
知
ら
ん 

繍
し
ゅ
う
戸こ

瓊け
い

楼ろ
う
の
地

旧
是
漁
郎
晒
網
場　
旧も

と
是
れ
漁
郎
の
網
を
晒さ

ら
す
の
場
な
る
を

吟
行
会

　

大
会
翌
二
十
七
日（
日
）「
三
溪
園
」に
お
い
て
吟

行
会
を
開
催
し
ま
す
。
交
通
手
段
に
つ
い
て
は
参
加

者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
三
溪
園
を
散
策
、
昼
食

の
後
、
園
内
の
旧
燈
明
寺
本
堂（
室
町
時
代
建
築
を

移
築
）に
お
い
て
、
関
東
学
院
大
学
鄧
捷
教
授
に
よ

る
漢
詩
講
義
を
行
い
ま
す
。
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十
八
期
漢
詩
入
門
講
座
開
催

―
多
く
の
仲
間
が
神
漢
連
に
入
会
―

　

第
十
八
回
を
迎
え
、
定
員
四
十
名
を
超
え
る
応
募

を
頂
き
四
、五
月
五
回
で
開
催
。
漸
く
コ
ロ
ナ
明
け

か
ら
解
き
放
た
れ
た
漢
詩
愛
好
家
が
、
東
京
都
な
ど

近
県
を
含
め
熱
心
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
伝
統
の
寺

子
屋
方
式
で
、
六
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
ベ
テ
ラ
ン
会
員

が
講
師
と
な
り
総
出
で
協
力
の
下
、
中
身
の
濃
い
意

見
交
換
と
な
り
、
最
終
的
に
二
十
八
首
の
卒
業
詩
が

完
成
。
連
盟
に
も
二
十
名
を
超
え
る
新
加
入
者
を
お

迎
え
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
本
年
の
特
徴
は
⑴

初
め
て
女
性
が
男
性
よ
り
多
か
っ
た
、
⑵
平
均
は

七
十
歳
代
だ
が
、
練
達
者
で「
基
礎
か
ら
再
学
習
し

た
い
」方
が
目
立
っ
た
こ
と
、
⑶「
鑑
賞
だ
け
で
も
」

と
考
え
た
が「
作
詩
の
楽
し
さ
が
分
か
っ
た
」と
の

反
応
が
寄
せ
ら
れ
た
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
秋
ま
で

に
は
新
漢
詩
サ
ー
ク
ル
と
し
て
発
足
の
予
定
で
、
已

に
役
員
も
決
定

し
、
ス
ム
ー
ス
に

例
会
に
入
れ
る

状
況
が
出
来
上

が
っ
て
い
ま
す
。

今
後
随
時
、
各
鑑

賞
会
、
霧
笛
会
等

へ
の
参
加
も
見

込
ま
れ
、
サ
ー
ク

ル
横
断
的
な
交

流
も
大
い
に
期

待
す
る
所
で
す
。 

（
新
井
治
仁
）

　

な
お
、
十
八
期
の
代
表
世
話
人
は
佐
野
輝
美
氏
、

講
師
は
松
井
秀
人
氏
、木
村
孝
氏
で
す
。

　

花
時
出
遊　
　
　
　

花
時
出
遊 

奈
良
千
鶴
子

花
香
郁
郁
世
專
春　
花
香
郁
々
と
し
て
世
は
専
ら
春

再
味
靑
陽
喜
壽
人　
再
び
青
陽
を
味
わ
う
喜
寿
の
人

歷
亂
櫻
桃
閒
忘
步　
歴
乱
た
る
桜
桃
に
間
し
歩
を
忘
れ

淸
明
時
節
欲
還
巡　
清
明
の
時
節
還
た
巡
る
を
欲
す

　

花
時
出
遊　
　
　
　

花
時
出
遊 

佐
藤
一
夫

江
山
十
里
雨
晴
時　
江
山
十
里 

雨
晴
る
る
時

一
路
長
堤
千
萬
枝　
一
路 

長
堤 

千
万
の
枝

明
媚
櫻
花
楊
柳
綠　
明
媚 

桜
花 

楊
柳
緑
な
り

流
鶯
美
景
好
題
詩　
流
鴬
美
景 

好
し
詩
を
題
せ
ん

　

送
春　
　
　
　
　
　

春
を
送
る 

佐
野
輝
美

綠
陰
寂
寂
老
鶯
鳴　
緑
陰 

寂
々 

老
鴬
鳴
き

新
樹
幽
庭
芳
草
萌　
新
樹 

幽
庭 

芳
草
萌
ゆ

酒
醒
殘
紅
留
不
得　
酒
醒
め
て 

残
紅 

留
め
得
ず

南
風
一
夢
惜
春
情　
南
風 
一
夢 

春
情
を
惜
し
む

　

醉
江
樓　
　
　
　
　

江
楼
に
酔
う 

谷
嶋
美
知
子

朧
月
花
陰
春
色
浮　
朧
月
花
陰 

春
色
浮
び

酣
歌
吹
笛
醉
江
樓　
酣
歌
吹
笛 

江
楼
に
酔
う

故
山
十
里
微
風
度　
故
山
十
里 

微
風
度
り

歡
喜
高
吟
不
說
愁　
歓
喜
高
吟 

愁
を
説
か
ず

最
優
秀
賞

優
秀
賞

漢
詩
入
門
講
座
に
参
加
し
て 

佐
野
輝
美

　

六
五
歳
に
な
り
、
趣
味
の
時
間
を
増
や
し
た
い
と

思
い
、シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
と
な
る
べ
く
研
修
を
受
け
て
い

ま
す
。
そ
の
際
に
神
社
・
仏
閣
に
て
漢
詩
に
触
れ
る

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
漢
詩
を
学
び
た
い

と
ネ
ッ
ト
検
索
し
た
と
こ
ろ
今
回
の
漢
詩
入
門
講
座

と
出
会
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
高
校
時
代
以
来
の

漢
詩
の
学
習
と
な
り
ま
し
た
。「
平
仄
」、「
韻
を
踏
む
」

と
い
う
言
葉
を
聞
く
だ
け
で
腰
が
引
け
て
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
本
講
座
の
講
師
陣
の
指
導
法
が
す
ば
ら

し
く
て
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
漢
詩
が
身
近
な
も
の

に
な
り
、読
み
た
い
気
持
ち
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

更
に
、
驚
い
た
こ
と
に
漢
詩
を
作
り
た
い
気
持
ち

が
湧
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
特
に
寺
子
屋
方
式
は
親

し
み
や
す
く
、
共
に
学
ん
で
い
る
方
と
の
仲
間
意
識

が
深
ま
り
ま
し
た
。
最
終
回
に
二
十
八
名
も
の
卒
業

詩
に
出
会
え
た
こ
と
は
よ
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
漢
詩
を
楽
し
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 勢ぞろいした十八期生たち勢ぞろいした十八期生たち

寺子屋で、漢詩創作に励む寺子屋で、漢詩創作に励む
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令
和
六
年
度
第
十
九
回
定
期
総
会
が
開
催

事
務
局
長　

久
川
憲
四
郎

　

令
和
六
年
度
第
十
九
回
定
期
総
会
は
五
月
三
十

日
、
神
奈
川
近
代
文
学
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
来
賓

に
鷲
野
正
明
全
日
本
漢
詩
連
盟
会
長
、
池
上
一
利
東

京
都
漢
詩
連
盟
会
長
を
迎
え
、
会
員
約
九
十
名
が
出

席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

水
城
ま
ゆ
み
副
会
長
が
開
会
を
宣
し
、
香
取
和
之

会
長
の「
十
月
の
全
日
本
漢
詩
大
会
神
奈
川
大
会
を

成
功
さ
せ
よ
う
」と
の
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

　

続
い
て
、
事
務
局
長
お
よ
び
会
計
担
当
者
よ
り
、

令
和
五
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算
報
告
が
行
わ
れ
た

後
、
六
年
度
の
活
動
計
画
と
予
算
案
、
人
事
案
が
そ

れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
た
。
最
後
に
新
井
治
仁
副
会
長
が

閉
会
の
言
葉
で
、盛
会
裏
に
終
了
し
た
。

　

総
会
後
の
漢
詩
講
演
会
で
は
、
来
賓
の
鷲
野
正
明

先
生
が「
花
は
い
つ
開
く
―
漢
詩
と
暦
―
」と
題
す

る
講
演
を
行
っ
た
。
会
員
以
外
の
参
加
者
も
含
め
、

約
百
四
十
名
の
聴
講
者
が
あ
り
、
季
節
と
暦
に
関
す

る
新
し
い
知
識
に
興
味
を
持
っ
て
聴
き
入
っ
て
い

た
。
講
演
内
容
は
、
要
旨
を
本
会
報
の
六
頁
・
七
頁

で
紹
介
し
て
い
る
ほ
か
、Y

ouT
ube

に
収
め
て
、

公
表
し
て
い
る
。

　

な
お
、
総
会
に
先
立
ち
、
故
桜
庭
慎
吾
氏
蔵
書
の

頒
布
会
が
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
会
員
が
来
場
し
、

約
三
百
五
十
冊
が
頒
布
さ
れ
た
。

令
和
五
年
度
決
算
・
六
年
度
予
算

（
単
位
：
円
）

連
盟
の
行
事

令和 5年度末神奈川県漢詩連盟資金残高
一般会計 528,887 円
田原基金 941,387 円
　合計 1,470,274 円

令
和
六
年
度
人
事

☆
理
事

　

古
田
光
子　

岡
田
泰
男　

横
山
真
吾　

室
橋
幸
子

　

中
島
龍
一　

飯
島
敏
雄　

高
津
有
二

☆
執
行
理
事

　

香
取
和
之（
会
長
）　

水
城
ま
ゆ
み（
副
会
長
）

　

新
井
治
仁（
副
会
長
）　

久
川
憲
四
郎（
事
務
局
長
）

　

東
島
正
樹（
事
務
局
次
長
）　

瀧
川
智
志

　

山
口
幸
雄　

蔦　

清
昭　

柴
本
信
子　

白
石
信
隆

　

五
嶋
美
代
子　

高
橋
純
子　

牛
山
知
彦

　

高
田
宗
治

☆
監
事　
　
　

松
井
秀
人　

鈴
木
正
敏

☆
特
別
相
談
役　

岡
崎
満
義　

三
村
公
二

☆
相
談
役　
　

住
田
笛
雄

☆
顧
問　
　
　

窪
寺　

啓　

淺
岡
清
明　

池
上
一
利

☆
運
営
委
員　

家
吉
幸
二　

岩
波
弘
道　

田
川
行
雄

　
　
　
　
　
　

橋
本
孝
一　

中
村
講
二

　
　
　
　
　
　

内
山
早
奈
江　

田
内　

隆

　
　
　
　
　
　

大
森
冽
子（
新
）　

吉
池　

純（
新
）

　
　
　
　
　
　

木
村　

孝（
新
）　

松
田
奈
月（
新
）

　
　
　
　
　
　

久
保
裕
章（
新
）　

伊
藤
邦
彦（
新
）

☆
運
営
委
員
退
任　

竹
村
文
孝

（
参
考
）

☆
特
別
会
員　

市
川
桃
子　

高
芝
麻
子

　
　
　
　
　
　

後
藤
淳
一　

菅
原　

武

　
　
　
　
　
　

鄧　

捷（
新
）

☆
竹
林
舎　
　

玉
井
幸
久　

飯
沼
一
之　

古
田
光
子

　
　
　
　
　
　

住
田
笛
雄　

三
村
公
二

　
　
　
　
　
　

水
城
ま
ゆ
み　

中
島
龍
一

　
　
　
　
　
　

高
津
有
二

令和５年度一般会計決算 令和６年度一般会計予算 令和５年度田原基金決算 令和６年度田原基金予算
区分 費目 金額 区分 費目 金額 区分 費目 金額 区分 費目 金額

収入

前年度繰越 599,920

収入

前年度繰越 528,887

収入

前年度繰越 902,045

収入

前年度繰越 941,387
年会費等 873,500 年会費等 899,000 叢書頒布 36,900 叢書頒布 30,000
行事参加費 129,500 行事参加費 162,000 その他収入 6,000 その他収入 1,000
その他 35,500 その他 31,000 収入計 944,945 収入計 972,387
収入計 1,638,420 収入計 1,620,887

支出
叢書刊行 558

支出
叢書刊行 20,000

支出

庶務費 380,907

支出

庶務費 560,000 その他雑費 3,000 その他雑費 25,000
広報事業費 175,703 広報事業費 240,000 支出計 3,558 区分 支出計 45,000
教育事業費 276,273 教育事業費 225,000 残 次年度繰越 941,387 残 次年度繰越 927,387
全漢連費 238,570 全漢連費 270,000
その他 38,080 その他 120,887
支出計 1,109,533 支出計 1,415,887

残 次年度繰越 528,887 残 次年度繰越 205,000
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『
花
は
い
つ
開
く

－

漢
詩
と
暦

－

』

　

―
鷲
野
正
明
先
生
講
演
会
―

　

令
和
六
年
五
月
三
十
日（
木
）神
奈
川
近
代
文
学

館
に
於
い
て
、
全
日
本
漢
詩
連
盟
会
長
の
鷲
野
正
明

先
生
に
よ
る『
花
は
い
つ
開
く
ー
漢
詩
と
暦
ー
』の

講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
約
百
四
十
名
の
来
場
者
で
大

変
盛
会
で
し
た
。

【 

一　

暦
は
、過
去
と
未
来
の
時
を
刻
む 

】

　

私
た
ち
は
漢
詩
を
勉
強
し
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

漢
詩
が
作
ら
れ
て
い
た
時
代
も
当
然
暦
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
暦
に
よ
っ
て
季
節
を
認
識
し
心
を
切
り
替

え
て
い
る
の
で
す
。
特
に
大
晦
日
か
ら
正
月
に
な
る

と
き
、
時
間
は
ひ
と
続
き
で
す
が
正
月
に
な
る
と
気

持
ち
が
新
た
に
な
る
。
不
思
議
な
も
の
で
す
ね
。
し

か
し
、
暦
と
現
実
の
季
節
が
ず
れ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
、昔
か
ら
中
国
で
も
詠
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

羅
隱
の「
人
日
立
春
」と
い
う
詩
の
起
句
と
承
句

で
す
。

一
二
三
四
五
六
七　

一
二
三
四
五
六
七

萬
木
生
芽
是
今
日　

万
木
芽
を
生
ず
る
は
是
れ
今
日

　

正
月
に
な
っ
た
が
、
あ
ら
ゆ
る
木
々
が
芽
を
出
す

の
は
七
日
の
今
日
だ
。
つ
ま
り
立
春
の
日
が
一
月
一

日
で
は
な
く
人
日
だ
っ
た
と
い
う
訳
で
す
。

【 

二　

暦
の
は
な
し 

】

　

東
洋
の
暦
は
中
国
に
発
祥
し
紀
元
前
十
一
、十
二

世
紀
の
殷
代
に
干
支（
十
干
十
二
支
）が
作
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
を
組
み
合
わ
せ
て
い
き
ま
す
と
六
十
で

ま
た
初
め
の
年
に
戻
り
ま
す
。
還
暦
で
す
ね
。
こ
れ

を
六
十
干
支
と
い
い
ま
す
。
中
国
の
歴
史
書
は
全
て

こ
の
六
十
干
支
を
使
い
年
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

漢
の
時
代
に
な
り
太
陽
暦
が
生
ま
れ
ま
す
。
こ
れ

は「
農
暦
」と
も
い
わ
れ
ま
す
。
そ
の
と
き
、
気
候
の

変
化
に
従
い「
二
十
四
節
気
」が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

二
十
四
節
気

立
春　

雨
水　

啓
蟄　

春
分　

清
明　

穀
雨

立
夏　

小
満　

種　

夏
至　

小
暑　

大
暑

立
秋　

処
暑　

白
露　

秋
分　

寒
露　

霜
降

立
冬　

小
雪　

大
雪　

冬
至　

小
寒　

大
寒

　

こ
の
小
寒
か
ら
穀
雨
の
夫
々
の
節
を
三
候
に
分

け
、
一
候
に
季
節
の
花
を
配
し
た
も
の
が「
二
十
四

番
花
信
風
」で
す
。
花
信
風
と
は
花
だ
よ
り
の
風
の

こ
と
。
風
の
気
配
の
変
化
と
そ
れ
に
伴
う
花
の
開
花

を
つ
ぶ
さ
に
観
察
し
た
の
で
し
ょ
う
。

二
十
四
番
花
信
風

小
寒
大
寒
立
春
雨
水
啓
蟄
春
分
清
明
穀
雨

一
候
梅
花
瑞
香
迎
春
菜
花
桃
花
海
棠
桐
花
牡
丹

二
侯
山
茶
蘭
花
桜
桃
杏
花
棣
棠
梨
花
麦
花

三
侯
水
仙
山
礬
望
春
李
花
薔
薇
木
蘭
柳
花
楝
花

【 

三　

花
の
詩 

】

　

そ
れ
で
は
花
の
詩
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
最
初

は
牡
丹
、
李
白
の「
淸
平
調
詞　

其
一
」」で
す
。
開

元
元
年
、
沈
香
亭
で
の
宴
の
際
、
玄
宗
皇
帝
が
新
し

い
詩
を
と
、
二
日
酔
い
の
李
白
に
命
じ
た
と
こ
ろ
、

た
ち
ま
ち
作
り
李
亀
年
が
歌
っ
た
と
い
う
詩
で
す
。

こ
の
詩
は
牡
丹
の
花
を
詠
う
と
同
時
に
楊
貴
妃
を

詠
っ
て
い
ま
す
。

講演中の鷲野正明先生講演中の鷲野正明先生
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雲
想
衣
裳
花
想
容　
雲
に
は
衣
裳
を
想
い　

花
に
は
容
を
想
う

春
風
拂
檻
露
華
濃　
春
風
檻
を
払
っ
て
露
華
濃
か
な
り

若
非
羣
玉
山
頭
見　
若
し
群
玉
山
頭
に
見
る
に
非
ず
ん
ば

會
向
瑤
臺
月
下
逢　
会
ず
瑶
台
月
下
に
向
い
て
逢
わ
ん

　

楊
貴
妃
の
衣
裳
は
雲
の
よ
う
、
お
顔
は
牡
丹
の
花

の
よ
う
に
美
し
い
。
春
風
が
沈
香
亭
の
手
す
り
を
吹

き
抜
け
て
く
る
と
牡
丹
の
露
が
き
ら
き
ら
と
輝
き
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
美
人
に
群
玉
山
で
会
う
の
で
な
け

れ
ば
神
仙
の
世
界
の
瑶
台
の
月
の
下
で
し
か
会
う
こ

と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
、言
っ
て
い
ま
す
。

　

牡
丹
は
漢
方
薬
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
中
唐
の
頃
に
は
観
賞
用
と
し
て
高
値
で
売
買
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

次
は
葵
花
の
詩「
客
中
初
夏
」司
馬
光
で
す
。

四
月
淸
和
雨
乍
晴　
四
月
清
和　

雨
乍
ち
晴
れ

南
山
當
戸
轉
分
明　
南
山
戸
に
当
た
っ
て
転
た
分
明
な
り

更
無
柳
絮
因
風
起　
更
に
柳
絮
の
風
に
因
っ
て
起
こ
る
無
く

惟
有
葵
花
向
日
傾　
惟
だ
葵
花
の
日
に
向
か
っ
て
傾
く
有
り

　

清
ら
か
で
和
や
か
な
四
月
、
雨
が
降
り
た
ち
ま
ち

晴
れ
る
。
四
月
は
初
夏
で
す
。
我
が
家
の
前
に
南
山

が
く
っ
き
り
と
見
え
る
。
南
山
は
陶
淵
明
の「
悠
然

見
南
山
」を
踏
ま
え
て
い
ま
す
ね
。
晩
春
の
風
物
詩

の
柳
絮
も
も
う
飛
ぶ
こ
と
も
な
い
。た
だ「
葵
花
」が

太
陽
に
向
か
っ
て
咲
い
て
い
る
だ
け
だ
と
詠
い
ま

す
。
こ
の「
葵
花
」は
日
に
向
か
っ
て
傾
く
と
あ
る

の
で
向
日
葵
だ
と
解
釈
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
は

「
葵
」と
い
う
花
で
す
。
向
日
葵
は
元
の
時
代
に
な
り

や
っ
と
中
国
に
入
っ
て
来
ま
す
。

　

最
後
は
薔
薇
、高
駢
の「
山
亭
夏
日
」で
す
。

綠
樹
陰
濃
夏
日
長　
緑
樹
陰
濃
や
か
に
し
て
夏
日
長
し

樓
臺
倒
影
入
池
塘　
楼
台
影
を
倒
し
ま
に
し
て
池
塘
に
入
る

水
晶

動
微
風
起　
水
晶
の

動
い
て
微
風
起
こ
り

一
架
薔
薇
滿
院
香　
一
架
の
薔
薇　

満
院
香
し

　

緑
の
樹
が
茂
り
影
が
濃
く
う
つ
る
夏
の
日
、
高
い

建
物
が
池
に
映
る
水
辺
は
蒸
し
暑
い
。
転
句
で
水
晶

の

が
動
い
て
風
に
気
づ
き
ま
す
。
す
る
と
、
た
っ

た
一
つ
の
棚
に
咲
い
て
い
た
薔
薇
の
香
り
が
庭
中
に

広
が
り
満
ち
溢
れ
た
よ
と
、
言
っ
て
い
ま
す
。
ど
こ

に
も「
涼
」と
い
う
字
を
使
わ
ず
に
、水
晶
の

の
音

の
爽
や
か
さ
と
薔
薇
の
香
り
で
涼
し
く
な
っ
た
様
子

を
表
し
て
い
ま
す
。
衣
を
染
め
る
よ
う
な
香
り
に
包

ま
れ
る
、そ
ん
な
余
韻
が
残
り
ま
す
ね
。

　

ど
う
ぞ
皆
さ
ん
も
帰
り
の
薔
薇
園
で
、
薔
薇
の
香

り
を
浴
び
な
が
ら
お
帰
り
に
な
っ
て
下
さ
い
。

　

こ
の
講
演
会
に
あ
た
り
鷲
野
先
生
よ
り
玉
韻
を
頂

戴
し
ま
し
た
。

　

令
和
甲
辰
五
月
横
濱
薔
薇
園 

鷲
野
正
明

萬
花
各
有
自
開
時　
万
花
各
お
の
自
ら
開
く
時
有
る
も

節
過
紛
紛
又
速
辭　
節
過
ぐ
れ
ば
紛
々
と
し
て
又
速
か
に
辞
す

何
故
薔
薇
常
馥
郁　
何
故
に
薔
薇
常
に
馥
郁
た
る

使
人
望
港
作
佳
詩　
人
を
し
て
港
を
望
み
佳
詩
を
作
ら
し

む
れ
ば
な
り

　

こ
の
玉
韻
に
は
今
回
の
講
演
会
の
テ
ー
マ
に
関
し

た
言
葉
が
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。起
句
の
末
字「
時
」と

承
句
の
冒
頭
の
字
が「
節
」で「
時
節
」と
な
る
そ
う

で
す
。鷲
野
先
生
の
遊
び
心
が
隠
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

　

こ
の
講
演
会
はY

ouT
ube

が
ご
ざ
い
ま
す
。
是

非
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

記　

高
橋
純
子

熱心に聴く多数の来場者熱心に聴く多数の来場者
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オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会「

港
」（
二
月
二
十
六
日
開
催
）

〜
新
旧
そ
ろ
っ
て
句
を
披
露
し
て
交
流
を
深
め
る
〜

 　

オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会
も
十
回
超
と
な
り
、最
近
で
は
二
月

と
八
月
の
年
二
回
が
定
着
し
て
き
た
。
今
回
は
二
月
二
十
六

日
に
開
催
さ
れ
た
。

　

応
募
参
加
者
は
三
十
名
で
、
内
容
も
各
自
の
思
い
の
こ

も
っ
た
も
の
と
な
っ
た
。
と
言
う
の
も
、
今
回
の
題
は「
港
」

で
、十
月
の
神
奈
川
大
会
の「
港
に
か
か
わ
る
も
の
」を
念
頭

に
置
い
た
も
の
だ
っ
た
か
ら
だ
。「
港
」と
い
う
だ
け
で
皆
さ

ん
そ
れ
ぞ
れ
の
受
け
止
め
方
や
感
じ
方
が
あ
り
、
い
ろ
ん
な

イ
メ
ー
ジ
が
湧
く
も
の
だ
と
思
え
る
。

　

連
句
講
師（
香
取
先
生
、水
城
先
生
）が
担
当
の
韻
ご
と
に

句
を
並
べ
て
い
く
と
、
不
思
議
な
こ
と
に
物
語
が
出
来
上
が

る
よ
う
に
場
面
が
移
っ
て
い
く
、
と
言
う
の
で
講
師
も
感
心

す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

　

神
漢
連
創
設
時
か
ら
最
新
の
期
の
会
員
ま
で
、
多
種
多

様
。
そ
の
中
で
十
七
期
か
ら
の
参
加
者
が
優
句
に
選
ば
れ
た

の
は
特
筆
す
べ
き
か
と
思
う
。

　

ま
た
、
前
回
か
ら
講
師
の
コ
メ
ン
ト
に
加
え
て
、
作
者
も

作
句
の
意
図
や
感
想
を
述
べ
る
機
会
が
で
き
て
、
大
変
勉
強

に
な
る
や
り
方
に
な
っ
て
き
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
年
二
回
、
普
段
会
え
な
い
よ
う
な
方
た
ち
と

も
交
流
で
き
る
企
画
と
し
て
、
続
け
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
次
回
は
八
月
二
十
二
日（
木
）の
予
定
で
す
。
多

数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
※
）優
句（
◎
）、
秀
句（
〇
）、
皆
が
投
票
し
た
結
果
の
人
気

句（
●
）で
す
。 

（
東
島
正
樹
）

オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会
に
参
加
し
て

い
な
な
き
会　

伊
藤
邦
彦

　

私
は
オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会
が
如
何
な
る
も
の
か
、

よ
く
分
か
ら
な
い
ま
ま
参
加
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
参
加
を
考
え
て
い
る
方
に
流
れ
を
お
話
し

し
た
い
と
思
い
ま
す
。会
は
夏
冬
年
二
回
開
催
さ
れ
、

私
が
参
加
し
た
会
の
詩
題
は「
港
」で
し
た
。事
前
に

エ
ク
セ
ル
の
乱
数
関
数
で
割
り
振
ら
れ
た
課
題
韻
字

を
句
末
に
持
つ
七
言
一
句
を
投
句
し
ま
す
。
韻
字
に

当
た
り
外
れ
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
も
勉
強
、
天
の
采

配
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
と
い
う
会
で
す
。
私
に
は
庚

韻
の「
栄
」と「
明
」が
や
っ
て
来
ま
し
た
。正
直
ホ
ッ

と
し
ま
し
た
が
、
三
日
後
に
は
投
句
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
私
は
締
め
切
り
ぎ
り
ぎ
り
に
送
り
、
そ

の
日
の
夜
に
は
参
加
者
の
名
前
が
伏
せ
ら
れ
た
投
句

の
一
覧
が
開
示
さ
れ
ま
す
。
知
ら
な
い
詩
語
や
難
し

い
韻
字
に
感
心
し
な
が
ら
、
良
い
と
思
っ
た
句
を
選

び
人
気
投
票
を
し
ま
す
。
当
日
は
順
番
に
自
作
に
つ

い
て
簡
単
な
説
明
を
行
い
先
生
か
ら
講
評
を
い
た
だ

き
ま
す
。
怒
ら
れ
た
り
し
ま
せ
ん
か
ら
安
心
し
て
下

さ
い
。
そ
し
て
最
後
に
先
生
か
ら
優
句
、
秀
句
、
世

話
役
か
ら
人
気
句
の
発
表
が
行
わ
れ
、
横
浜
港
の
景

色
を
背
景
に
連
句
が
画
面
に
表
示
さ
れ
ま
し
た
。
優

句
と
し
て
私
の
名
前
が
呼
ば
れ
た
時
は
本
当
に
驚
き

ま
し
た
。

　

私
は
吟
行
会
で
句
作
り
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し

た
。
一
首
を
纏
め
る
事
に
汲
々
と
す
る
よ
り
、
見
所

の
あ
る
七
言
、
強
い
一
句
を
作
り
た
い
、
篇
あ
っ
て

句
な
し
で
は
な
く
、
句
あ
っ
て
篇
な
し
で
も
初
心
者

は
十
分
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
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令
和
五
年
度 

研
修
会

　

令
和
五
年
度
の
研
修
会
は
暮
れ
も
押
し
詰
ま
る

十
二
月
二
十
日
、
神
奈
川
近
代
文
学
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
余
波
で
前
年
は
四
月
に
開
催
さ

れ
た
為
や
や
間
が
あ
き
ま
し
た
が
、
当
年
度
は
当
初

計
画
通
り
の
十
二
月
開
催
で
、
今
後
は
暮
れ
の
風
物

詩
に
し
た
い
と
い
う
会
長
の
感
想
も
あ
り
ま
し
た
。

　

全
部
で
十
六
首
の
投
稿
が
あ
り
、
投
稿
者
の
顔
触

れ
も
平
成
十
八
年
に
漢
詩
連
盟
が
発
足
し
た
と
同
時

に
入
会
の
大
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
、
当
年
の
入
門
講
座
を

受
け
て
サ
ー
ク
ル
結
成
に
参
加
し
た
ば
か
り
の
、
い

な
な
き
会（
十
七
期
）メ
ン
バ
ー
ま
で
、ほ
ぼ
切
れ
目

な
く
老
・
壮
・
青
が
並
び
ま
し
た
。

　

会
の
運
営
は
作
者
を
伏
せ
て
配
布
さ
れ
た
全
て
の

投
稿
詩
の
中
か
ら
、
推
薦
詩
を
投
票
し
合
い
優
劣
を

競
う
と
同
時
に
、
そ
の
結
果
を
伏
せ
た
ま
ま
、
自
由

に
感
想
、
疑
問
、
自
分
な
り
の
解
釈
な
ど
を
披
瀝
し

合
う
と
い
う
従
来
通
り
の
方
式
が
と
ら
れ
ま
し
た
。

　

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
住
田
先
生
・
水
城
先
生
を
含

む
十
五
名
で
熱
心
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
投

票
結
果
に
よ
る
表
彰
詩
は
、
下
記
の
と
お
り
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
、
賞
品
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。
終
了
後
は
、

有
志
の
参
加
に
よ
る
懇
親
会
で
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。 

（
白
石
信
隆
）

 
 

九
詩
期
会　
岡
嶋
宣
昭

　

廃
田
秋
景 

　

廃
田
秋
景

日
暮
廃
田
啼
亂
鴉 

日
暮
の
廃
田　
乱
鴉
啼
き

敗
渠
無
水
使
人
嗟 

敗
渠
水
無
く
人
を
し
て
嗟な
げ
か
使し

む

西
風
満
地
草
蕭
瑟 

西
風
地
に
満
ち
草く
さ

蕭し
ょ
う

瑟し
つ
た
り

只
見
叢
叢
石
蒜
花 

只
だ
見
る
叢
々
た
る
石せ
き
蒜さ
ん
の
花

 
 

志
詩
会   

木
村　
孝

　

七
十
初
書
法 

　

七
十
に
し
て
初
め
て
の
書
法

老
夫
七
秩
莫
逡
巡 

老
夫
七し
ち
秩ち
つ
逡
巡
す
る
こ
と
莫
れ

心
靜
臨
書
滌
硯
塵 

心
静
か
に
書
に
臨
み
硯け
ん
塵じ
ん
を
滌は
ら
う

染
翰
敢
然
拈
不
律 

翰
を
染
め
敢
然
と
不
律
を
拈ひ
ね
る

爭
知
墨
撥
點
衣
巾 

争い
か
で
か
知し

ら
ん
墨
撥
ね
て
衣い

巾き
んに
点
ず
る
を

 
 

五
友
詩
林
会   

大
野
若
人

　

江
村
偶
作 

　

江
村
偶
作

江
村
秋
盡
稍
寒
生 

江
村　
秋
尽
き　
稍
し
ょ
う

寒か
ん

生し
ょ
うず

盪
漾
蒼
波
一
望
淸 

盪と
う
漾よ
う　

蒼
波　
一
望
清
し

日
暮
孤
舟
回
棹
去 
日
暮
れ
孤
舟
棹
を
回
ら
せ
去
る

兩
三
漁
戸
四
無
聲 
両
三
の　
漁
戸　
四よ
も
に
声
無
し

 
 

既
望
会   

内
山
早
奈
江 

　

海
上
流
雲 

　

海
上
の
流
雲

曲
浦
潮
聲
去
不
休 

曲
浦
の
潮
声
去
り
て
休
ま
ず

青
松
謖
謖
足
消
憂 

青
松
謖
し
ょ
く
謖し
ょ
く憂
を
消
す
に
足た

る

白
雲
曵
曵
到
何
處 

白
雲
曵え
い
曵え
い
何
処
に
到
ら
ん

應
是
越
瀛
為
玉
樓 

応
に
是
れ
瀛え
い
を
越こ

え
玉
楼
と
為
ら
ん

優
秀
賞

優
良
賞

優
良
賞

特
別
賞

表
現
方
法
の
学
び

五
友
詩
林
会　

大
野
若
人

　

令
和
五
年
十
二
月
の
漢
詩
研
修
会
に
は
じ
め
て
参

加
し
ま
し
た
。

　

事
前
に
参
加
者
の
漢
詩
を
拝
見
し
ま
し
た
。
漢
和

辞
典
、
神
辞
会
詩
語
集
、
捜
韻
な
ど
を
参
考
に
、
詩

語
の
意
味
、
情
景
、
詩
情
を
理
解
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

自
由
題
と
な
っ
て
い
た
の
で
、
各
々
違
う
題
の
下

で
、
情
景
や
詩
情
の
表
現
の
仕
方
も
異
な
る
た
め
、

評
価
点
を
付
け
る
の
は
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し

た
。

　

研
修
会
で
は
、
質
問
や
意
見
を
ぶ
つ
け
合
う
こ
と

に
よ
り
、
詩
語
の
意
味
や
工
夫
が
よ
う
や
く
分
か
っ

て
き
ま
し
た
。
人
に
よ
っ
て
、
異
な
る
解
釈
が
あ
る

こ
と
も
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
の
詩
は
、
題「
江
村
偶
作
」で
、
先
生
は
じ
め
参

加
者
の
方
々
か
ら
、
有
益
な
ご
指
摘
を
頂
き
ま
し

た
。
初
心
者
の
時
に
、
起
承
転
結
が
分
か
ら
ず
苦
労

し
た
の
で
、
情
景
の
展
開
に
注
意
し
て
作
詩
し
ま
し

た
。
結
句
を
両
三
漁
戸
四
無
聲
と
し
、
数
字
を
並
べ

な
が
ら
晩
秋
の
静
か
な
様
子
を
描
け
た
か
と
思
い
ま

す
。

　

最
近
は
詩
語
の
選
択
が
重
要
と
感
じ
、
ほ
か
に
適

切
な
詩
語
が
な
い
か
、
よ
く
探
す
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。

　

図
ら
ず
も
賞
を
頂
き
ま
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
角

度
か
ら
推
敲
す
る
必
要
性
を
学
ん
だ
の
で
、
精
進
し

た
い
と
思
い
ま
す
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神奈川県漢詩連盟　2023（令和５）年度　サークル活動状況（2023.4～2024.3）
区分、開始年 サークル名 会員数 代表者 指導者 開催日 主な会場 特記事項

2007年（H19）・1期
2018年（H30）・12期 金星干支会 8 五嶋美代子 三村公二

新井治仁
奇数月
第2火 かながわ県民センター

一昨年から金星干支会とし
て活動。題詠と自由題のど
ちらかで作詩。

2008年（H20）・2期
2013年（H25）・7期
2014年（H26）・8期

三七八会 14 橋本孝一 中島龍一 奇数月
第3水

男女共同参画センター横浜南、
技能文化会館

詩稿提出は兼題・自由題で
二つまで。詩稿提出にかか
わらず出席可。

2009年（H21）・3期 好文会 7 高津有二 玉井幸久 偶数月
第3木 すべてZOOM 8月を除く偶数月で全5回、

全てZOOM。

2010年（H22）・4期 詩游会 5 新井治仁 なし 偶数月
第3火 神奈川県立公文書館

通年対面で実施。2月から
開催の以文会との合同例会
を今後も継続。

2011年（H23）・5期
2017年（H29）・11期 五友詩林会 11 白石信隆 住田笛雄 偶数月

第2木 かながわ県民センター 定例会8月を除く5回、全て
対面。

2012年（H24）・6期 以文会 9 大森冽子 なし 偶数月
第3火 県立公文書館

2024年からは4期の詩游会
と合同勉強会、指導者なし
で会員の互評。

2012年（H24）・
岳精会

岳精会漢詩
研究会 7 家吉幸二 三村公二 偶数月

第2水
岳精流日本吟院総本部
（川崎市川崎区）

例会時に兼題を頂き、次回
定例日に作詩を解説を加え
て質疑応答。

2015年（H27）・9期 九詩期会 13 山口幸雄 水城まゆみ
高橋純子

奇数月
第2木 八洲学園大学（高島町）

講師交代で詩稿提出を紙か
ら電子データに。3月松田
町福昌院で吟行会。

2016年（H28）・
千代田岳精会

千代田岳精会
漢詩研究部 9 田川行雄 香取和之 偶数月

第2水
MMフォレシス内サロン
（みなとみらい）

前講師逝去に伴い、今後は
香取先生のご指導で力強く
運営していく。

2016年（H28）・10期 十期会 9 高田宗治 高津有二 奇数月
第3木 横浜市戸塚公会堂ほか

定例会提出詩は自由詩。
3月は自由詩と「港にかかわ
るもの」提出。

2019年（R1）・13期 令和会 9 竹村文孝 松井秀人 奇数月
第1火

横浜市西区福祉活動拠点
「フクシア」

対面5回、ZOOM1回。1月
から詩稿提出方法を郵送か
らメールに変更。

2020年（R2）・14期 志詩会 7 東島正樹 香取和之
牛山知彦

偶数月
第3月 なか区民活動センター

例会6回開催、約3時間批
正を受け、相互感想を述べ
合っている。

2021年（R3）・15期 逸語会 10 田内　隆 水城まゆみ
高田宗治

奇数月
第1火 かながわ県民センター 定例会開催6回、全て対面

で実施。

2022年（R4）・16期 既望会 9 内山早奈江 高津有二
白石信隆

偶数月
第2火 神奈川近代文学館 定例会はすべて対面にて開

催。　　

2023年（R5）・17期 いななき会 9 吉池　純 新井治仁
東島正樹

奇数月
第3木 かながわ県民センター

2023年9月発足。例会4回開
催。偶数月は自主勉強会を
実施。

計 15サークル 136 奇数7，
偶数8

注1：5期五友会と11期詩林会は合併して2023年4月より「五友詩林会」となった。
注2：三水七歩会と8期八起会が2023年11月より「三七八会（みなわかい）」となった。

漢詩鑑賞会一覧
名称 講師 曜日・時間 会場 世話人 概要

鑑賞会Ａ 三村公二、中島龍一、
玉井幸久

第４木
13：30─15：45 ZOOM 白石信隆              

045-893-6883 宋詩鑑賞・漢詩の周辺・四季の漢詩

鑑賞会Ｂ 住田笛雄、水城まゆみ 第４金
13：30─16：00 ZOOM 高田宗治　           

090-1841-6764 聯珠詩格の鑑賞と詩作

鑑賞会Ｃ 中島龍一、新井治仁、
香取和之、高津有二

第４火
13：30─16：00

ZOOM又は,
かながわ労働プラザ

新井治仁                
045-432-5438 御定佩文齋詠物詩選の七言絶句の鑑賞

霧笛女子会 古田光子、水城まゆみ、
横溝比呂美、大森冽子

偶数月、第１火
13：00─15：00 かながわ県民センター 水城まゆみ                      

0463-87-2657         各講師の講義
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さ
ま
よ
え
る
サ
ー
ク
ル

 

以
文
会
代
表　

大
森
冽
子

　
　

は
じ
ま
り

　

二
〇
一
二
年
入
門
講
座
三
十
九
名
、
歩
留
り
十
五

名
で
論
語「
君
子
は
文
を
以
て
友
と
会
し
友
を
以
て

仁
を
輔
く
」か
ら
以
文
会
を
立
ち
上
げ
る
。

　
　

勢
い
あ
ま
っ
て

　

強
力
リ
ー
ダ
ー
の
下
、
結
成
三
年
目
に
し
て
詩
集

を
発
行
。
市
民
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
施
設
を
使
い

総
力
で
手
作
り
。し
か
も
国
会
図
書
館
に
も
登
録
。

　
　

時
の
流
れ
に
さ
か
ら
え
ず

　

幾
多
の
減
員
が
あ
り
常
時
八
・
九
名
だ
っ
た
の
が
、

石
川
町
で
の
対
面
例
会
に
出
席
困
難
者
も
あ
り
、

二
〇
二
二
年
に
は
四
・
五
名
ま
で
に
減
少
。
会
員
も

七
〇
代
か
ら
九
〇
代
と
な
り
、宜
な
る
か
な
。

　
　

か
く
し
て

　

二
〇
二
三
年
桜
庭
先
生
の
ご
逝
去
に
よ
り
、
会
議

の
結
果
以
文
会
解
散
や
む
な
し
の
結
論
に
達
す
。
同

時
に
今
後
の
対
策
と
し
て
、
全
員
一
括
で
講
師
の
い

ら
っ
し
ゃ
る
サ
ー
ク
ル
と
の
合
併
を
模
索
す
る
。

　
　

す
っ
た
も
ん
だ

　

交
渉
が
実
を
結
び
詩
游
会
と
の
合
併
に
こ
ぎ
着
け

る
。
会
名
を
ど
う
す
る
か
は
双
方
の
思
惑
も
あ
り
、

は
っ
き
り
と
は
決
ま
ら
な
い
ま
ま
初
回
の
例
会
を
迎

え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
住
田
先
生
の
以
文
会
の

名
は
残
し
た
ま
ま
で
合
同
勉
強
会
で
い
い
の
で
は
な

い
か
の
一
声
で
進
行
決
定
。

　
　

あ
っ
と
い
う
ま
に

　

合
同
例
会
二
回
に
し
て
、
住
田
先
生
の
リ
タ
イ
ア

を
受
け
、
互
評
で
の
例
会
と
な
る
。
以
文
会
で
は
互

評
が
常
で
、
詩
游
会
で
は
更
に
活
発
な
互
評
が
行
わ

れ
て
い
た
。
四
期
六
期
は
年
齢
も
似
通
っ
て
い
て
二

回
目
に
し
て
違
和
感
な
く
意
見
交
換
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
ハ
ッ
ピ
ィ
ー
な
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
と
い
え
る
。

他
サ
ー
ク
ル
の
講
師
を
務
め
る
三
名
を
筆
頭
に
新
た

な
サ
ー
ク
ル
の
誕
生
の
第
一
歩
と
な
る
。
以
文
会
の

今
後
に
つ
い
て
は
課
題
が
残
る
。

九
詩
期
会
の
こ
れ
ま
で
と
現
況

 

九
詩
期
会
代
表　

山
口
幸
雄

　

二
〇
一
五(

平
成
二
七)

年
の
第
九
期
の
入
門
講

座
は
参
加
者
が
五
十
一
人
と
こ
れ
ま
で
最
多
で
、

サ
ー
ク
ル
結
成
も
二
十
四
人
と
い
う
に
ぎ
や
か
な
ス

タ
ー
ト
で
し
た
。

　

漢
詩
と
い
う「
奇く

し
き
」縁
か
ら
生
ま
れ
た
会
と

し
て「
九
詩
期
会（
く
し
き
か
い
）」と
命
名
し
、
古

田
先
生
と
大
谷
先
生
に
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
人
数
だ
っ
た
の
で
、
教
室
の
前
と
後
ろ
の
二
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
お
話
を
う
か
が
う
と
い
う
不
規

則
な
か
た
ち
を
と
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
先
生
方
は
大

変
だ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

結
成
三
年
目
に
は
例
会
後
の
飲
み
会
か
ら「
江
南

漢
詩
ツ
ア
ー
」の
企
画
が
生
ま
れ
、既
製
の
パ
ッ
ク
ツ

ア
ー
で
は
な
く
、
手
作
り
で
上
海
・
蘇
州
な
ど
の
ツ

ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。
帰
り
の
飛
行
機
が
台
風
で

欠
航
と
な
り
、
急
遽
木
賃
宿
の
よ
う
な
ホ
テ
ル
に
泊

ま
っ
た
こ
と
は
今
で
も
語
り
草
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
会
員
の
平
賀
さ
ん
が
ご
住
職
を
さ
れ
て
い
る

松
田
町
の
福
昌
院
で
お
茶
会
や
坐
禅
の
あ
る
吟
行
会

を
開
催
し
た
り
、
結
成
五
周
年
記
念
の『
九
詩
期
会

詩
集
』を
刊
行
し
た
り
、
例
会
以
外
の
活
動
で
、
元

気
な
会
だ
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
コ
ロ
ナ
の
お
か
げ
で
、
お
と
な
し
く
せ
ざ

る
を
え
ず
、
そ
の
う
ち
に
少
し
ず
つ
会
員
の
高
齢
化

も
進
ん
で
、
結
成
九
年
目
の
現
在
で
は
、
会
員
数
は

十
三
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
大
谷
先
生
は
川
上
先
生
と
交
代
、
川
上
先
生

が
退
か
れ
た
後
、
お
一
人
で
ご
指
導
い
た
だ
い
た
古

田
先
生
も
昨
年
退
か
れ
て
、
現
在
は
水
城
先
生
、
高

橋
先
生
の
お
二
人
に
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
い
て
き
た
の
で
、
ま
た
少
し
ず

つ
活
動
を
と
考
え
、
今
年
三
月
に
は
前
述
の
松
田
町

の
福
昌
院
で
、
二
回
目
の
吟
行
会
を
開
催
し
ま
し

た
。写
真
は
そ
の
と
き
の
様
子
で
す
。

サ
ー
ク
ル
紹
介

九詩期会九詩期会　　柏梁体を作る柏梁体を作る
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「
漢
詩
」の
奥
深
さ
に
つ
い
て

志
詩
会　

河
野
真
一

　

ふ
と
立
ち
寄
っ
た
な
か
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
の

掲
示
チ
ラ
シ
を
見
た
の
が
、
神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
に

加
入
す
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
高
校
時
代
か

ら
古
典
で「
漢
文
」の
授
業
は
結
構
好
き
で
、中
国
に

は
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。
大
学
時
代
に
は
北
京
に
留

学
し
、
仕
事
で
も
三
年
間
上
海
に
駐
在
し
ま
し
た
。

ま
だ
ダ
ム
が
で
き
る
前
に
漢
詩
に
出
て
く
る「
三
峡
」

に
も
武
漢
か
ら
重
慶
ま
で
船
で
遡
上
し
、
そ
の
景
色

の
雄
大
さ
と
急
流
ぶ
り
を
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
成

都
で
は「
杜
甫
草
堂
」に
も
足
を
運
び
ま
し
た
。

　

初
級
講
座
を
受
講
し
た
後
、
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ

て
、
講
師
の
も
と
隔
月
で
漢
詩
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
出
さ
れ
た
テ
ー
マ
を
も
と
に
作
る
の
で

す
が
、
自
分
で
は
出
来
た
つ
も
り
が
、
い
つ
も
先
生

か
ら
修
正
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
で
す
。
単
な
る
事
実
や

風
景
の
描
写
で
は
な
く
、
七
言
絶
句
の
中
に
、
作
者

の
感
動
や
思
い
入
れ
が
込
め
ら
れ
て
い
な
い
と
詩
に

な
ら
な
い
こ
と
。
ま
た
押
韻
が
あ
る
た
め
、
使
用
で

き
る
漢
語
を
見
つ
け
る
の
に
苦
戦
し
て
い
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
に
は
優
秀
な
方
が
多
数
お

ら
れ
、
自
分
と
の
レ
ベ
ル
に
ど
ん
ど
ん
差
が
つ
き
、

ち
ょ
っ
と
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
で
も「
愚
公
移
山
」

の
精
神
で
、
こ
れ
か
ら
も
漢
詩
の
作
成
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

憧
れ
の
杜
牧
先
生

 

十
期
会　

長
谷
川
昇

　

唐
宋
を
主
と
し
た
詩
を
多
く
読
み
ま
し
た
。
こ
の

中
で
、
私
の
好
き
な
詩
人
は
晩
唐
に
活
躍
し
た
杜
牧

で
す
。
杜
牧
は
私
達
が
学
ん
で
い
る
七
言
絶
句
を
多

く
残
し
て
い
ま
す
。
文
章
が
と
て
も
上
手
で
、
な
お

か
つ
、
素
人
の
私
に
も
わ
か
り
や
す
い
詩
が
多
い
と

思
い
ま
す
。
詩
文
の
セ
ン
ス
の
良
さ
、
自
分
自
身
を

素
直
に
表
わ
し
て
る
と
こ
ろ
が
、特
に
好
き
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
句
ご
と
に
、
そ
の
特
徴
を
明
確
に
表

現
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
記
述
を
書
き
ま
す
。

　

色
彩
的
表
現
の
美
し
い
句
：
霜
葉
紅
於
二
月
花

﹇
山
行
﹈千
里
鶯
啼
緑
映
紅﹇
江
南
春
﹈似
火
山
榴
映

小
山﹇
山
石
榴
﹈。　

セ
ン
ス
の
良
い
句
：
落
花
猶
似

墜
楼
人﹇
金
谷
園
﹈青
山
隠
隠
水
遥
遥﹇
寄
揚
州
韓
綽

判
官
﹈。　

作
者
自
身
を
素
直
に
表
現
し
て
い
る
句
：

十
載
青
春
不
負
公﹇
題
禅
院
﹈自
恨
尋
芳
到
已
遅﹇
嘆

花
﹈占
得
青
楼
薄
倖
名﹇
遣
懐
﹈。　

名
詞
を
並
べ
イ

メ
ー
ジ
を
か
も
し
出
し
て
い
る
句
：
水
村
山
郭
酒
旗

風﹇
江
南
春
﹈銀（
紅
）燭
秋
光
冷
画
屛﹇
秋
夕
﹈深
秋

幕
千
家
雨
、
落
日
楼
台
一
笛
風﹇
題
宣
州
開
元
寺

水
閣
﹈。　
　

深
い
あ
じ
わ
い
の
あ
る
句
：
多
情
却

似
総
無
情﹇
贈
別
﹈誰
為
駐
東
流
、
年
年
長
在
手﹇
惜

春
﹈。

　

こ
の
よ
う
に
五
十
年
の
生
涯
の
中
で
、
活
き
活
き

と
し
た
美
し
い
詩
を
描
き
ま
し
た
。
書
き
き
れ
な

か
っ
た
句
が
、
ま
だ
多
く
あ
り
ま
す
。
盛
唐
の
華
や

か
な
時
代
が
過
ぎ
、
唐
王
朝
の
翳
り
を
受
け
、
そ
の

風
潮
の
中
で
、
輝
か
し
い
作
品
群
を
残
し
た
杜
牧

は
、詩
人
と
し
て
卓
越
し
て
い
ま
し
た
。

「
先
生
、あ
る
い
て
来
ま
し
た
」三

七
八
会　

柴
本
信
子

　
「
中
国
の
詩
を
読
む
と
気
が
滅
入
っ
て
し
ま
う
。

老
人
を
鼓
舞
す
る
詩
は
な
い
の
で
す
か
？
」と
い
う

読
者
の
問
い
に
、
石
川
岳
堂
先
生
は【
老
人
が
溌
剌

と
し
て
い
る
時
代
に
は
、
元
気
な
老
人
の
た
め
の
詩

を
探
し
て
紹
介
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
】

＊
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
社「
漢
詩
」の
こ
こ
ろ

　
「
先
生　

あ
る
い
て
来
ま
し
た
」は
岳
精
会
・
横

山
精
真
宗
家
の
吟
行
記
に
し
て
人
生
オ
マ
ー
ジ
ュ
で

あ
る
。
横
浜
市
鶴
見
の
ご
自
宅
か
ら
北
九
州
市
八
幡

の
恩
師
宅
ま
で
お
仲
間
と
共
に
大
踏
破
。
私
の
故
郷

有
松
・
鳴
海
に
隣
接
す
る
桶
狭
間
古
戦
場
、
今
川
義

元
本
陣
跡
の
高
徳
院
で
も
高
吟
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。

　
　
　

桶
狭
間
戰　
　
　
　
　

横
山
精
真

　
　

激
雨
黒
雲
呼
鬼
神　

喊
聲
和
霹
白
兵
頻

　
　

英
雄
奇
策
無
疎
漏　

猛
進
三
千
鋭
気
振

　

娘
時
代
、
高
徳
院
で
私
は
、
文
人
小
出
玉
心
斎

師
の
下
、
茶
華
道
入
門
者
指
南
を
し
て
い
た
。　
　
　

有
松
・
鳴
海
は
絞
り
染
め
の
産
地
で
あ
り
、
町
並
み

は
日
本
遺
産
で
あ
る
。
芭
蕉
や
頼
山
陽
な
ど
の
揮
毫

品
が
大
店
宅
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
若
き
日
の
服
部

擔
風
先
生
は
弥
冨
か
ら
週
に
一
度
、
五
里
の
道
程
を

歩
い
て
鳴
海
の
漢
詩
人
、
高
嶋
箑
川
氏
に
学
ん
だ
。

榊
原
邦
彦
氏
編
纂
の
鳴
海
土
風
記
に
詳
し
い
。

　

今
夏
こ
そ
は
亡
き
父
母
と
兄
の
墓
前
で
父
の
好
き

だ
っ
た
黒
管
一
曲「
エ
デ
ン
の
東
」と
私
の
拙
詩
を

献
じ
た
い
。

会
員
の
声
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漢
詩
と
私

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
島
敏
雄

　

高
校
一
年
の
時
に
姉
が
残
し
た
古
文
の
教
科
書

に
何
故
か
興
味
を
持
ち
読
み
漁
っ
て
い
た
の
で
授

業
の
時
間
に
質
問
を
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
清

少
納
言
の
枕
草
子
の
中
で「
香
炉
峰
の
雪
は

を

か
か
げ
て
看
る
」と
い
う
こ
と
は
姉
の
古
文
の
教

科
書
で
読
ん
で
知
っ
て
い
た
が
、「
香
炉
峰
雪
」の

原
詩
が
白
居
易
翁
作
の
漢
詩
の
故
事
か
ら
き
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
古
文
と
漢

文
の
授
業
担
当
の
鏡
渕
正
義
先
生
は
私
が
古
文

の
授
業
で
よ
く
質
問
す
る
こ
と
か
ら
私
が
漢
文
に

も
興
味
が
有
り
そ
う
だ
と
思
わ
れ
た
よ
う
で
あ
っ

た
。
大
学
で
漢
文
を
深
く
研
究
さ
れ
て
き
た
先
生

は
特
別
に
私
を
自
宅
に
招
い
て
漢
文
と
漢
詩
の
話

（
講
義
）を
い
ろ
い
ろ
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

先
生
は
漢
文
で
も
特
に
陶
淵
明
翁
を
深
く
研

究
し
て
こ
ら
れ
た
そ
う
で
私
に
帰
去
来
辞
や
五

柳
先
生
伝
、
お
よ
び
李
白
や
白
居
易
の
漢
詩
を
詳

し
く
教
え
て
下
さ
っ
た
。

　

漢
詩
に
つ
い
て
は
李
白
翁
。
白
居
易
翁
の
詩
を

解
説
し
て
下
さ
っ
た
。
そ
の
時
習
っ
て
印
象
の
深

か
っ
た
陶
淵
明
翁
の
詩
の
一
つ
を
次
に
示
す
。

　

飲
酒
二
十
首
其
五
飲
酒　
　

陶
潜
・
陶
淵
明

結
廬
在
人
境　
廬
を
結
ん
で
人
境
に
在
り

而
無
車
馬
喧　
而
も
車
馬
の
喧
し
き
無
し

問
君
何
能
爾　
君
に
問
ふ 

何
ぞ
能
く
爾
る
や
と

心
遠
地
自
偏　
心
遠
け
れ
ば
自
ず
か
ら
偏
な
り

採
菊
東
籬
下　
菊
を
採
る
東
籬
の
下

悠
然
見
南
山　
悠
然
と
し
て
南
山
を
見
る

山
氣
日
夕
佳　
山
氣　

日
夕
に
佳
く

飛
鳥
相
與
還　
飛
鳥　

相
與
に
還
る

此
中
有
眞
意　
此
の
中
に
眞
意
有
り

欲
辨
已
忘
言　
弁
ぜ
ん
と
欲
し
て
已
に
言
を
忘
る
。

　

こ
の
時
習
っ
た
漢
文
と
漢
詩
が「
漢
詩
と
私
」

の
出
遭
い
で
あ
っ
た
。

　

工
業
高
校
卒
業
後
、
私
は
そ
の
後
い
ろ
い
ろ
な

人
の
支
援
や
導
き
を
受
け
て
短
大
、
大
学
、
大
学

院
ま
で
進
む
こ
と
が
で
き
た
。
勉
学
の
専
門
は
機

械
工
学
で
あ
る
が
、
他
方
漢
文
の
独
習
に
も
同

じ
く
ら
い
時
を
費
や
し
て
い
た
。
大
学
院
生
の

五
年
間
は
一
戸
建
ち
下
宿
の
周
り
に
は
田
に
水

を
引
く
た
め
の
細
い
水
路
が
有
っ
た
の
で
そ
れ

に
沿
っ
て
五
本
の
柳
を
植
え
て
五
柳
先
生
を
気

取
っ
て
い
た
。

　

そ
の
後
大
学
の
工
学
部
に
就
職
し
た
私
は
機

械
工
学
の
演
習
と
い
う
講
義
を
担
当
し
た
が
配

布
す
る
演
習
の
プ
リ
ン
ト
の
下
の
三
分
の
一
に

は
論
語
や
孟
子
な
ど
四
書
五
経
、
李
白
、
白
居
易

の
詩
を
載
せ
て
大
学
の
建
学
の
精
神
で
あ
る
文

理
融
合
人
物
の
育
成
に
役
立
つ
と
思
い
こ
の
ス

タ
イ
ル
で
授
業
を
行
っ
た
。

　

四
十
年
の
教
員
生
活
も
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
た
年
の
正
月
に
神
漢
連
の
元
理
事
の
川
上
修

己
さ
ん
か
ら「
漢
詩
の
初
心
者
入
門
講
座
開
催
案

内
」と
自
作
の
詩
の
入
っ
た
年
賀
状
を
い
た
だ
い

た
。
振
り
返
れ
ば
こ
れ
ま
で
は
昔
の
有
名
な
詩
を

鑑
賞
す
る
だ
け
で
作
る
こ
と
を
し
た
こ
と
が
な

く
、
ま
た
高
校
卒
業
後
は
先
生
に
つ
い
て
漢
詩
の

授
業
を
受
け
た
こ
と
が
な
く
、
論
語
に
あ
っ
た

「
学
而
不
思
則
罔
、
思
而
不
学
則
殆
」を
思
い
起

こ
し
て
第
五
回
の「
初
心
者
入
門
講
座
」に
応
募

し
た
。
平
仄
や
詩
語
な
ど
自
習
だ
け
で
は
あ
ま
り

よ
く
理
解
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
会
長
や
役
員

の
方
々
の
指
導
と
教
科
書「
だ
れ
漢
」の
お
陰
で

ま
さ
に
目
か
ら
鱗
が
落
ち
る
思
い
で
学
ば
せ
て

い
た
だ
い
た
。

　

約
二
十
名
強
の
同
窓
生
の
中
の
十
二
名
で
漢
詩

勉
強
サ
ー
ク
ル
五
友
会
が
結
成
さ
れ
、
隔
月
の
木

曜
日
故
田
原
健
一
副
会
長
と
執
行
役
員
の
高
津
有

二
様
の
指
導
で
起
承
転
結
の
組
み
立
て
方
や
新
た

な
詩
語
の
知
識
が
増
え
た
。
二
年
後
の
神
漢
連
の

総
会
が
開
催
さ
れ
た
折
に
サ
ー
ク
ル
間
で
漢
詩
大

会
、「
漢
詩
バ
ト
ル
甲
子
園
」が
行
わ
れ
、
優
秀
賞

と
し
て
奇
し
く
も
私
の
名
前
が
呼
ば
れ
、
審
査
委

員
長
の
窪
寺
啓
先
生
か
ら
祝
福
の
言
葉
を
い
た
だ

い
た
。僭
越
な
が
ら
そ
の
詩
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

秋
夜
偶
成 

飯
島
敏
雄

夜
闌
輾
轉
睡
難
成　
夜
闌 

輾
轉 

睡
成
り
難
し

牀
下
孤
蛬
切
切
鳴　
牀
下
の
孤
蛬 

切
切
鳴
く

肘
枕
暫
時
懐
往
事　
肘
を
枕
に
し 

暫
時 

往
事
を
懐
う

西
風
似
到
舊
朋
聲　
西
風 

到
る
が
似
し
旧
朋
の
声

　

こ
の
朗
報
も
初
心
者
入
門
講
座
や
田
原
先
生

の
ご
指
導
の
お
陰
と
感
謝
し
て
い
る
。
そ
の
後

神
漢
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
立
ち
上
げ
の
手
伝
い

な
ど
を
し
、
八
秩
を
過
ぎ
た
今
日
は
私
の
趣
味

で
あ
る
囲
碁
の
漢
詩
を
作
り
な
が
ら
そ
の
棋
の

道
に
入
っ
て
愉
し
み
た
い
と
夢
見
て
い
る
。
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小
嶋
明
紀
子

　

秋
雲 

　

秋
し
ゅ
う

雲う
ん

獨
倚
吟
筇
對
碧
天 

独
り
吟ぎ
ん
筇き
ょ
うに
倚よ

り
て 

碧
天
に
対
す

湖
光
不
動
轉
悠
然 

湖
光 

不
動 

転う
た
た
悠
然

商
風
忽
地
從
山
嶺 

商
し
ょ
う
ふ
う風 

忽こ
っ
地ち 

山さ
ん

嶺れ
い

従よ

り
す

吹
散
纖
雲
幾
百
千 

吹
き
て
纖せ
ん
雲う
ん
を
散
ず
る
こ
と 

幾い
く

百ひ
ゃ
く

千せ
ん

 

内
山
早
奈
江

　

海
上
流
雲 

　

海
上
の
流
雲

曲
浦
潮
聲
去
不
休 

曲
き
ょ
く
浦ほ 

潮
ち
ょ
う
声せ
い 

去
り
て
休や
す
ま
ず

靑
松
謖
謖
足
消
憂 

青
松 

謖
し
ょ
く
謖し
ょ
く

 

憂
い
を
消
す
に
足
る

白
雲
曳
曳
到
何
處 

白
雲 

曳え
い
曳え
い
何
れ
の
処
に
か
到
ら
ん

應
是
越
瀛
爲
玉
樓 

応ま
さ
に
是
れ 

瀛え
い
を
越
え
て
玉
楼
と
為
ら
ん

 

高
橋
純
子

　

池
上
卽
事 

　

池ち

上じ
ょ
う

卽そ
く

事じ

秋
池
淸
淺
浸
靑
天 

秋
し
ゅ
う
池ち 

清せ
い
浅せ
ん
に
し
て 

青
天
を
浸ひ
た
す

水
鳥
飛
來
生
細
漣 

水す
い
鳥ち
ょ
う

 

飛
び
来
た
り
て 

細さ
い
漣れ
ん
を
生
ず

雲
影
忽
披
還
聚
處 

雲
影 

忽た
ち
まち
披ひ
ら
き 

還ま

た
聚あ
つ
まる
処と
こ
ろ 

松
陰
微
響
一
殘
蟬 

松
陰 

微か
す
かに
響
く 

一い
ち

残ざ
ん

蝉せ
ん松

本
祐
輔

　

中
秋
無
月 

　

中
ち
ゅ
う

秋し
ゅ
う

無む

月げ
つ

良
宵
欲
賞
上
高
樓 

良
り
ょ
う
宵し
ょ
う

 

賞
せ
ん
と
欲
し
て 

高
楼
に
上の
ぼ
る

豈
料
陰
雲
漠
漠
留 

豈
に
料は
か
ら
ん
や 

陰
雲 

漠
漠
と
し
て
留
ま
る
を

空
仰
中
天
頻
嘆
息 

空
し
く
中
天
を
仰
ぎ
て 

頻し
き
りに
嘆
息
す

如
今
何
處
月
華
浮 

如
今 

何
れ
の
処
に
か 

月げ
っ
華か 

浮
か
ぶ

佳　

作

入　

選

入
れ
た
多
久
弘
一
・
瀬
戸
口
武
夫「
漢
文
解
釈
辞
典
」

を
必
ず
開
く
よ
う
に
な
っ
た
。
大
漢
和
辞
典
も
古
本

で
手
に
入
れ
た
。
こ
れ
と
神
辞
会
の「
大
漢
和
漢
語

大
詞
典
掲
載
語
目
次
検
索
」を
合
わ
せ
る
と
も
っ
と

詩
語
が
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
作
詩
を
す

る
時
は
い
つ
も「
獺
祭
」で
あ
る
。

　

自
身
の
さ
さ
や
か
な
人
生
の
手
箱
の
中
か
ら
き
ら

り
と
光
る
粒
を
拾
い
上
げ
、
そ
れ
を
七
言
絶
句
に
ま

と
め
て
い
く
。
ま
と
め
る
と
い
う
か
ら
に
は
四
句
が

一
つ
の
テ
ー
マ
で
有
機
的
に
つ
な
が
る
よ
う
に
仕
上

げ
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
文
法
や
典
故
・
詩
語
を
求

め
て
、
ひ
た
す
ら
捕
っ
た
魚
を
並
べ
る
獺

か
わ
う
そに
な
っ
て

い
る
。

　

今
回
受
賞
し
た「
秋
宿
山
家
」は
台
風
の
近
づ
く

あ
る
日
、
山
中
に
泊
ま
っ
た
経
験
を
も
と
に
作
詩
し

た
も
の
で
あ
る
。
風
景
描
写
の
中
に
、
生
き
る
こ
と

の
頼
り
な
さ
や
移
ろ
い
易
さ
を
読
み
取
っ
て
い
た
だ

け
た
な
ら
幸
い
で
あ
る
。

 

大
谷
明
史

　

雲
上
雲
下 
　

雲う
ん

上じ
ょ
う

雲う
ん

下か

積
雨
溢
禾
田 

し
ん
し
ん
た
る
積せ
き
雨う 

禾か

田で
ん
に
溢
れ

道
路
水
流
成
一
川 

道
路 

水 
流
れ
て 

一い
っ
川せ
ん
を
成
す

雲
下
誰
思
雲
表
景 

雲う
ん
下か 

誰た
れ
か
思
わ
ん 
雲う
ん
表ぴ
ょ
うの
景
を

火
輪
赫
赫
在
靑
天 

火か

輪り
ん 

赫か
く
赫か
く
と
し
て
青
天
に
在
り

秀　

作

令
和
五
年
度『
扶
桑
風
韻
』漢
詩
大
会

 
 

五
嶋
美
代
子

　

秋
宿
山
家 

　

秋 

山さ
ん
家か

に
宿
る

秋
蟬
向
晚
送
寒
聲 

秋
し
ゅ
う
蝉せ
ん 

晩
に
向む
か
い
て 

寒
声
を
送
る

翠
嶂
參
差
四
面
橫 

翆す
い

嶂し
ょ
う 

参し
ん
差し

と
し
て 

四
面
に
横
た
わ
る

乍
雨
乍
晴
林
變
相 

乍た
ち
まち
雨
ふ
り
乍た
ち
まち
晴
れ 

林 

相
を
変
ず

獨
身
止
宿
看
雲
行 

独
身 

止し

宿し
ゅ
くし
て 

雲
の
行
く
を
看
る

　
　
　

獺
祭

　

作
詩
を
始
め
て
六
年
が
過
ぎ
た
。
最
初
は
太
刀
掛

重
男
著「
だ
れ
に
も
で
き
る
漢
詩
の
作
り
方
」一
冊

で
作
詩
を
し
た
。
少
し
経
つ
と
金
星
干
支
会
の
先
生

が
河
井
酔
荻
編「
詩
語
辞
典
」を
紹
介
し
て
く
れ
た
。

　

こ
れ
に
一
昨
年
か
ら
は
石
川
忠
久
監
修「
漢
詩
創

作
の
た
め
の
詩
語
集
」が
加
わ
っ
た
。
こ
れ
だ
け
で

も
大
変
な
進
歩
だ
っ
た
の
に
神
辞
会
に
顔
を
出
し
た

ら
、
パ
ソ
コ
ン
で「
捜
韻
」や「
神
辞
会
詩
語
集
」か

ら
も
詩
語
を
探
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
頃
は
文

法
の
大
切
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
古
本
で
手
に

優
秀
賞 漢

詩
大
会
で

漢
詩
大
会
で

神
漢
連
会
員
活
躍

神
漢
連
会
員
活
躍
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第
二
十
六
回
全
国
ふ
る
さ
と
漢
詩
コ
ン
テ
ス
ト

 

中
山
洋
子

　

宿
曲
江
畔 

　

曲
き
ょ
っ
江こ
う
の
畔ほ
と
りに
宿や
ど
る

急
雨
欲
來
風
滿
林 

急
き
ゅ
う
雨う 

来
た
ら
ん
と
欲
し 

風 

林
に
満
つ

横
波
忽
走
岸
頭
侵 
横お
う
は波 

忽た
ち
まち
走
り 

岸が
ん

頭と
う

侵お
か
す

荒
村
盡
日
無
人
影 
荒こ
う
村そ
ん 
尽じ
ん
日じ
つ 

人じ
ん
影え
い
無
し

曳

老
翁
孤
立
吟 

を
曳
く 
老ろ
う
翁お
う 

独
り
立
ち
て
吟
ず

小
嶋
明
紀
子

　

夜
投
山
館 

　

夜よ
る
に
山さ
ん
館か
ん
に
投と
う
ず

身
著
征
衣
經
幾
年 

身
に
征
衣
を
著つ

け
て 

幾
年
を
か
経
た
る

逍
遙
百
里
到
雲
邊 

逍
遥 

百
里 

雲う
ん
辺ぺ
ん
に
到
る

破
窓
纔
作
四
更
夢 

破
窓 

纔わ
ず
か
に
作な

す 

四
更
の
夢

三
五
淸
光
照
獨
眠 

三
五
の
清
光 

独ど
く
眠み
ん
を
照
ら
す

入　

選

第
六
回「
漢
詩
作
指
導
者
養
成
研
修
会
」報
告

十
期
会　

高
田
宗
治

□　

講
師　

後
藤
淳
一
先
生

　
　

日
程　

令
和
六
年
三
月
二
十
二
日
、二
十
三
日

　
　

会
場　

学
士
会
館（
東
京
・
千
代
田
区
）

　
　

参
加
者　

十
二
名
神
漢
連
か
ら
は
高
橋
、高
田

□　

第
一
日

一
． 「
漢
詩
の
歴
史
」
古
体
詩
や
近
体
詩
か
ら
始

ま
っ
て
漢
字
の
四
声
、
平
仄 

他
、
仏
典
の
翻
訳

か
ら
二
字
熟
語
誕
生
ま
で
詳
し
く
解
説
。

二
． 「
漢
詩
の
規
則
」二
四
不
同
二
六
対
の
原
則
、
禁

忌
事
項
等
々
の
解
説
。
特
に
強
調
さ
れ
た
の

は
、
和
習
和
語
は
絶
対
避
け
る
べ
し
と
。
捜
韻

の
活
用
が
重
要
と
認
識
す
る
。

三
． 「
作
詩
の
要
点
」詩
の
中
で
最
も
大
事
な
部
分

は
結
句
下
三
字
。
こ
こ
が
輝
か
な
い
と
見
る
気

は
し
な
い
。結
句
と
転
句
を
重
視
す
べ
し
と
。

□　

第
二
日

一
． 「
漢
文
基
本
構
文
」 

英
文
法
の
基
本
パ
タ
ー
ン

に
な
ら
う
と
。
基
本
構
文
の
組
立
て
パ
タ
ー
ン

の
解
説
。各
種
パ
タ
ー
ン
の
語
順
の
説
明
。

二
． 「
訓
読
の
活
用
法
」漢
文
訓
読
に
用
い
る
文
語

活
用
表
に
基
づ
き
各
種
読
み
方
に
つ
い
て
の

解
説
。
六
種
パ
タ
ー
ン
の
文
語
活
用
形
の
説
明

が
あ
っ
た
。

三
． 「
詠
題
詩
の
提
出
」題
は
帝
城
春
色
と
江
上
樓

臺
。い
ず
れ
か
一
首
。先
生
の
批
正
、討
論
。優

れ
た
作
品
が
多
く
、良
い
経
験
を
し
た
。

 

二
日
間
は
短
か
っ
た
が
、
よ
い
勉
強
に
な
っ

た
。機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
参
加
し
て
み
た
い
。

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
の
会
員
証
が
で
き
ま
し
た

　

最
近
で
は
、
神
漢
連
の
活
動
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
で
も
会
員
に
限
定
し
た
専
用
の

情
報
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い
る
会

員
が
、
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
よ
う
な
情
報
を
書
き
込

ん
だ「
会
員
証
」を
新
し
く
作
り
ま
し
た
。

　

問
合
せ
先
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
、神
辞
会
・

神
漢
連
図
書
館
の
会
員
専
用
ペ
ー
ジ
の
パ
ス
ワ
ー

ド
、
神
漢
連
規
約
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
名
刺
サ
イ
ズ
で
、
財
布
や
手
帳
に
入
れ

て
手
軽
に
持
ち
歩
け
ま
す
。

　

今
回
の
会
報
発
送
に
同
封
し
て
い
ま
す
の
で
、
自

分
の
名
前
を
書
き
こ
ん
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■ 
神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
の
会
員 

俣
野
長
生
氏
は

令
和
五
年
十
二
月
十
四
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。（
享
年
八
十
八
）

 

こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、

 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

■ 

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
の
会
員 
保
田
昌
男
氏
は

令
和
五
年
十
二
月
二
十
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。（
享
年
八
十
八
）

 

こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、

 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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編
集
後
記 

　

今
号
か
ら
、
会
報
編
集
に
伊
藤
邦
彦
が
加
わ
り
、

高
橋
純
子
、
東
島
正
樹
の
三
名
体
制
と
な
り
ま
し

た
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
会
報
に
つ
い
て
は
、「
漢
詩
を
学
ぶ
、漢
詩
で

遊
ぶ
」の
内
の
、
漢
詩
で
遊
ぶ
部
分
が
少
な
い
と
い

う
ご
指
摘
を
受
け
ま
し
た
。
次
号
以
降
ど
う
や
っ
て

遊
ぶ
の
か
な
ど
も
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
の
で
、
皆
さ
ま
も
考
え
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
た

ら
幸
い
で
す
。

　

今
年
の
神
漢
連
は
、
全
日
本
漢
詩
大
会
神
奈
川
大

会
へ
向
け
て
企
画
、
計
画
等
に
力
を
傾
注
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
実
は
昨
年
の
夏
に
開
催
が
決
ま
っ

て
、
準
備
を
開
始
し
て
以
来
、
ず
い
ぶ
ん
先
の
話
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
や
す
ぐ
目
の
前
の
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
会
員
が「
港
に
か
か

わ
る
も
の
」を
題
と
し
た
詩
を
応
募
さ
れ
ま
し
た
が
、

十
月
二
十
六
日
の
大
会
に
は
大
勢
の
方
が
来
場
さ
れ

ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。
講
演
会
、
翌
日
の
吟

行
会
な
ど
行
事
の
内
容
は
本
文
中
に
詳
細
に
記
し
て

あ
り
ま
す
。

　

今
年
も
漢
詩
入
門
講
座
が
開
か
れ
て
、
二
十
数
名

が
神
漢
連
に
入
会
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
が
明
け
て

外
に
出
て
学
ぶ
と
い
う
こ
と
が
、
ま
た
日
常
に
な
っ

て
き
た
と
思
い
ま
す
。
受
講
者
四
十
名
弱
も
久
し
ぶ

り
の
こ
と
で
、
漢
詩
も
捨
て
た
も
の
で
は
な
い
な
と

思
っ
た
り
し
ま
し
た
。新
し
い
メ
ン
バ
ー
を
迎
え
て
、

神
漢
連
も
こ
の
会
報
も
充
実
し
た
も
の
と
な
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

（
東
島
正
樹
）

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟 

令
和
六
年
の
行
事
予
定

　
　
　
　

カ
レ
ン
ダ
ー
に
予
定
を
記
入
し
ま
し
ょ
う

● 
全
日
本
漢
詩
大
会
神
奈
川
大
会（
詳
細
は
二
頁
参
照
）

漢
詩
大
会

　

期
日
・
時
間　

令
和
六
年
十
月
二
十
六
日（
土
）午
後
一
時
三
十
分
〜
四
時
三
十
分　
　

　

場　

所　

は
ま
ぎ
ん
ホ
ー
ル　

ヴ
ィ
ア
マ
ー
レ（
Ｊ
Ｒ
桜
木
町
駅
前
）

　

内　

容　

一
．
表
彰　

二
．
記
念
講
演　

鷲
野
正
明
先
生「
蘇
州
の
歴
史
と
漢
詩
」

　
　
　
　
　

三
．
構
成
吟「
神
奈
川
を
詠
う
」

交
流
懇
親
会　
　

同
日
午
後
五
時
三
十
分
〜
七
時
三
十
分　

横
浜
中
華
街

吟
行
会　
　

翌
二
十
七
日（
日
）午
前
十
時
三
十
分
〜
午
後
二
時
三
十
分

　
　
　
　
　

三
溪
園（
横
浜
市
中
区
本
牧
）

● 「
自
詠
自
書
入
門
講
座
」開
催

第
一
回　

八
月
十
一
日（
日
）午
後
一
時
三
十
分
〜
五
時

第
二
回　

八
月
十
七
日（
土
）午
後
一
時
三
十
分
〜
四
時

場　

所　

横
浜
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
会
議
室

参
加
資
格
は
、
神
漢
連
会
員
で
作
品
展
未
出
品
の
方
。

● 

オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会

期　

日　

八
月
二
十
二
日（
木
）　

午
後
一
時
三
十
分
〜

開
催
日
が
近
づ
い
た
頃
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
保
有
者
全
員
に
参
加
可
否
の
問
合
せ
を
し
ま
す
。

● 

研
修
会

期　

日　

 

十
二
月
十
八
日（
水
）　

午
後
一
時
〜
四
時

場　

所　

 

か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ

（
予
備
日　

十
二
月
二
十
五
日（
水
）時
間
・
場
所
同
じ
）


